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第
1
3
5
回
国
会
対
策
委

員
会
が
8
月
27
日
、
開
催
さ

れ
た
。
開
催
に
当
た
り
、
山

田
一
仁
会
長
（
札
幌
市
議
会

議
長
）
は
、
政
府
要
職
の
地

元
選
挙
区
な
ど
を
考
慮
し
▽

横
浜
市
▽
さ
い
た
ま
市
▽
岐

阜
市
―
の
各
議
長
を
委
員
に

指
名
し
た
。

会
議
冒
頭
、
正
副
委
員
長

の
候
補
者
選
任
が
山
田
会
長

に
一
任
さ
れ
、
先
例
に
よ
り

委
員
長
に
は
、
政
府
予
算
編

成
に
当
た
り
緊
急
・
頻
繁
な

上
京
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

関
東
地
区
か
ら
会
長
指
名
委

員
の
新
藤
信
夫
さ
い
た
ま
市

議
会
議
長
を
推
薦
。
副
委
員

長
に
は
会
長
指
名
委
員
か
ら

松
本
研
横
浜
市
議
会
議
長
を
、

部
会
選
出
委
員
か
ら
杉
浦
謙

二
御
前
崎
市
議
会
議
長
を
推

薦
し
、
選
任
さ
れ
た
。
新
藤

委
員
長
は
「
国
対
委
員
長
の

大
役
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
。
山
積
す
る
要
望
事
項
の

実
現
に
向
け
て
全
力
を
傾
注

し
て
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

協
議
で
は「
要
望
書
」「
平

成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
に
関

す
る
要
望
書
」
を
原
案
の
通

り
決
定
。
「
要
望
書
」
は
、

第
94
回
定
期
総
会
会
長
決
議

5
項
目
と
、
厚
生
年
金
へ
の

地
方
議
会
議
員
の
加
入
に
つ

い
て
の
6
項
目
か
ら
成
る
。

「
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害

に
関
す
る
要
望
書
」
は
被
災

者
救
援
や
復
旧
対
策
の
推
進

な
ど
6
項
目
か
ら
成
る
。
両

要
望
書
は
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

講
師
説
明
で
は
、
稲
岡
伸

哉
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官

（
税
務
担
当
）
が
「
地
方
税

制
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
」

と
題
し
、
車
体
課
税
に
つ
い

て
「
31
年
度
税
制
改
正
で
大

き
な
テ
ー
マ
と
な
る
こ
と
は

必
至
。
地
方
の
重
要
財
源
だ

と
主
張
し
て
い
く
」
と
説
明
。

地
方
法
人
課
税
に
つ
い
て

は
「
年
度
間
の
税
収
変
動
が

大
き
く
、
地
域
間
偏
在
度
が

高
い
た
め
、
31
年
度
税
制
改

正
で
の
偏
在
是
正
が
大
き
な

議
論
と
な
る
。
一
定
の
成
果

を
挙
げ
た
い
」
と
述
べ
た
。

委
員
か
ら
の
車
体
課
税
軽

減
に
よ
る
地
方
へ
の
影
響
に

つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、「
自

動
車
取
得
税
を
な
く
す
代
わ

り
に
環
境
性
能
割
導
入
が
法

律
で
決
ま
っ
て
い
る
。
税
率

設
定
が
課
題
。
約
7
割
が
市

町
村
に
交
付
さ
れ
る
の
で
、

税
率
に
よ
っ
て
市
町
村
財
政

に
も
影
響
は
あ
る
」
と
回
答
。

委
員
は
「
で
き
る
だ
け
市
町

村
に
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
」
要
請
し
た
。

次
に
、
多
田
健
一
郎
総
務

省
大
臣
官
房
審
議
官
（
財
政

制
度
・
財
務
担
当
）
が
「
地

方
財
政
を
め
ぐ
る
現
状
と
課

題
」
と
題
し
、
一
般
財
源
総

額
に
つ
い
て
は
、
2
0
1
9

〜
21
年
度
は
、
18
年
度
の
水

準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
実
質

同
水
準
を
確
保
し
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き

行
う
と
説
明
。
臨
時
財
政
対

策
債
に
つ
い
て
は
「
発
行
額

圧
縮
、
債
務
償
還
に
取
り
組

み
、
国
・
地
方
合
わ
せ
た
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字

化
に
つ
な
げ
る
」
と
述
べ
た
。

地
方
の
基
金
残
高
の
増
加

に
つ
い
て
は
「
災
害
対
応
な

ど
に
備
え
て
い
る
と
説
得
力

を
持
っ
て
説
明
が
さ
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
増
減
の

理
由
や
今
後
の
方
針
を
統
一

的
な
様
式
で
公
表
し
、
ど
う

使
っ
て
い
く
か
示
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
。

会
議
終
了
後
、
出
席
委
員

は
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
、

奥
野
信
亮
総
務
副
大
臣
に
面

談
。
要
望
書
を
手
交
し
、
要

請
し
た
。

会
議
の
経
過
概
要
は
9
月

末
に
全
市
に
発
送
予
定
。

9月6日の平成30年北海道
胆振東部地震により被災さ
れた地域、皆様方へ心から
お見舞い申し上げますとと
もに、犠牲になられた方々
のご冥福と、早期復旧をお
祈り申し上げます。

9月15日
毎月3回5の日に発行
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菅内閣官房長官

委
員
長
に
新
藤
さ
い
た
ま
市
議
長

第
1
3
5
回
国
会
対
策
委
員
会

挨拶する山田会長

奥野総務副大臣

北海道地震へのお見舞い

就任挨拶する新藤委員長
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全
国
市
議
会
議
長
会
指
定

都
市
協
議
会
（
会
長
�
⻆
谷

庄
一
大
阪
市
議
会
議
長
）
は

8
月
21
日
、
広
島
市
で
第
16

回
総
会
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
⻆
谷
会
長
、

開
催
地
の
永
田
雅
紀
副
会
長

（
広
島
市
議
会
議
長
）
、
松

井
一
實
広
島
市
長
が
挨
拶
。

協
議
で
は
29
年
度
決
算
監
査

結
果
の
報
告
の
認
定
に
続
き
、

京
都
市
提
出
議
題
の
「
下
水

道
施
設
の
改
築
に
係
る
国
庫

補
助
の
継
続
に
つ
い
て
」
の

要
望
項
目
追
加
を
決
定
し
た
。

30
年
度
の
活
動
で
は
、
協

議
す
べ
き
テ
ー
マ
と
し
て
①

多
様
な
大
都
市
制
度
の
創
設

等
②
議
会
の
権
能
強
化
③
東

京
開
催
の
研
究
会
の
あ
り
方
、

を
原
案
通
り
決
定
。
要
望
す

べ
き
項
目
で
は
、
多
様
な
大

都
市
制
度
の
早
期
実
現
、
地

方
税
財
源
の
充
実
確
保
を
原

案
通
り
決
定
し
た
。

意
見
交
換
で
は
「
多
様
な

大
都
市
制
度
の
創
設
等
」
を

取
り
上
げ
、
大
都
市
に
関
す

る
特
例
の
一
つ
で
あ
る
「
児

童
福
祉
に
関
す
る
事
務
」
に

つ
い
て
各
市
が
特
徴
的
な
取

り
組
み
を
報
告
。

「
児
童
虐
待
防
止
」
で
は
、

田
形
清
信
静
岡
市
議
会
議
長

が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
里
親

関
連
業
務
の
委
託
」
や
「
Ｊ

リ
ー
グ『
清
水
エ
ス
パ
ル
ス
』

と
の
協
働
に
よ
る
オ
レ
ン
ジ

リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施
」
を
、
川
上
晋
平
福
岡
市

議
会
議
長
が
「
児
童
相
談
所

体
制
の
充
実
」
や
「
子
育
て

見
守
り
訪
問
員
派
遣
事
業
」

な
ど
を
説
明
し
た
。

「
待
機
児
童
対
策
」
で
は
、

松
本
研
横
浜
市
議
会
議
長
が

保
育
士
確
保
・
受
け
入
れ
枠

拡
大
等
の
主
な
取
り
組
み
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
育
士

等
の
処
遇
改
善
策
や
、
保
育

・
教
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

取
り
組
み
な
ど
を
、
寺
田
一

博
京
都
市
議
会
議
長
が
独
自

運
営
補
助
金
の
支
出
に
よ
る

全
国
基
準
を
上
回
る
給
与
水

準
の
確
保
、
国
水
準
を
上
回

る
保
育
士
配
置
基
準
の
条
例

規
定
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

「
放
課
後
児
童
対
策
」
で

は
、
松
原
成
文
川
崎
市
議
会

議
長
が
全
て
の
小
学
生
を
対

象
に
、
全
市
立
小
学
校
内
の

学
校
施
設
等
を
活
用
し
た

「
わ
く
わ
く
プ
ラ
ザ
事
業
」

と
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
、
今
後
、

各
市
の
意
見
を
踏
ま
え
、
要

望
書
案
を
取
り
ま
と
め
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

議
会
改
革
に
つ
い
て
議
論

総
会
終
了
後
の
研
究
会
で

は
、
伊
藤
敏
安
広
島
修
道
大

学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部

教
授
が
「
指
定
都
市
に
お
け

る
議
員
の
確
保
に
つ
い
て
」

と
題
し
講
演
。

議
会
改
革
の
留
意
点
と
し

て
、
議
員
の
確
保
で
は
▽
議

会
改
革
（
通
年
会
期
や
議
会

の
夜
間
・
土
日
開
催
な
ど
）

▽
多
様
な
立
候
補
者
の
確
保

（
女
性
・
勤
め
人
の
立
候
補

の
促
進
、
兼
業
規
定
の
見
直

し
な
ど
）
▽
次
世
代
の
育
成

（
党
派
を
超
え
た
「
市
民
政

治
塾
」
な
ど
）
―
を
挙
げ
た
。

地
方
議
会
へ
の
関
心
の
喚

起
に
つ
い
て
、
「
機
会
コ
ス

ト
」
（
投
票
に
行
く
こ
と
で
、

仕
事
、
家
族
や
友
人
と
の
レ

ジ
ャ
ー
、
趣
味
な
ど
ほ
か
の

何
か
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
え

な
い
こ
と
）
の
低
減
と
し
て
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
投
票
―
を
挙
げ
た
。

「
合
理
的
無
関
心
」
（
候

補
者
、
政
党
、
政
策
に
関
す

る
情
報
を
獲
得
す
る
コ
ス
ト

は
高
く
つ
く
半
面
、
自
分
の

1
票
に
よ
る
影
響
や
効
果
は

ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
た
め
、

無
理
し
て
投
票
に
行
か
な
い

か
、
真
剣
に
考
え
ず
投
票
す

る
こ
と
）
の
解
消
と
し
て
▽

議
会
の
「
見
え
る
化
」
▽
活

気
の
あ
る
政
策
論
争
▽
魅
力

あ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
▽
傍

聴
人
へ
の
配
慮
（
子
ど
も
連

れ
・
障
が
い
者
な
ど
）
▽
議

場
外
説
明
会
―
を
提
示
し
た
。

「
若
者
の
政
治
参
加
」
で

は
、
現
在
の
若
者
が
50
〜
60

歳
台
に
な
っ
た
と
き
の
投
票

率
は
、
現
在
の
50
〜
60
歳
台

の
投
票
率
を
下
回
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
指
摘
。
対
応
方
針

と
し
て
、
若
者
へ
の
有
権
者

教
育
、
議
会
見
学
な
ど
を
挙

げ
た
。

ま
た
、
講
演
後
に
は
伊
藤

教
授
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

（
進
行
役
）
と
し
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
、
講
演
内
容
を

踏
ま
え
、
各
市
の
議
会
改
革

や
市
民
へ
の
働
き
か
け
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地

協
議
会
（
会
長
�
小
比
類
巻

正
規
三
沢
市
議
会
議
長
）
は

8
月
23
日
、
小
比
類
巻
会
長

は
じ
め
副
会
長
・
相
談
役
の

議
長
（
3
面
掲
）
に
よ
り
、

平
成
31
年
度
基
地
対
策
関
係

予
算
確
保
（
概
算
要
求
時
）

要
望
活
動
を
行
っ
た
。
寺
田

稔
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
長
、

江
渡
聡
徳
自
由
民
主
党
政
務

調
査
会
長
代
理
ら
に
要
望
書

を
手
交
の
上
、
要
望
し
た
。

【
3
面
へ
続
く
】

大
都
市
の
課
題
等
に
つ
い
て
協
議

広
島
市
で
指
定
協
第
16
回
総
会

挨拶する⻆谷会長

基地協

寺田衆議院安全保障委員長（右から6人目）、
右から4人目は太田財務省主計局長

交
付
金
増
額
確
保
を

概
算
要
求
時
要
望
活
動

第2060号 平成30年9月15日 （2）全国市 議 会 旬 報



要
望
書
は
、
7
月
4
日
の

第
91
回
理
事
会
で
決
定
し
た

も
の
。
特
に
、
重
点
要
望
で

あ
る
▽
基
地
交
付
金
・
調
整

交
付
金
（
総
務
省
所
管
）
の

増
額
確
保
等
▽
基
地
周
辺
対

策
経
費
（
防
衛
省
所
管
）
の

所
要
額
確
保
等
―
に
つ
い
て

強
く
求
め
て
い
る
（
2
0
5

4
号
1
面
掲
。
要
望
書
は
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

【
2
面
か
ら
続
く
】

【
面
談
者（
面
談
順
）】

▽
寺
田
稔
衆
議
院
安
全
保
障

委
員
長
▽
太
田
充
財
務
省
主

計
局
長
▽
坂
本
哲
志
自
由
民

主
党
地
方
税
勉
強
会
代
表
世

話
人
▽
中
村
吉
利
防
衛
省
地

方
協
力
局
長
▽
江
渡
聡
徳
自

由
民
主
党
政
務
調
査
会
長
代

理※
要
望
参
加
市
町

▽
会
長
�
三
沢
市

▽
副
会
長
�
恵
庭
市
、
武
蔵

村
山
市
、
綾
瀬
市
、
東
広

島
市
、
鹿
屋
市
、
上
富
良

野
町
、
瑞
穂
町

▽
相
談
役
�
福
生
市
、
呉
市

『都市問題』公開講座は、公益財団法人後藤・安田記
念東京都市研究所（旧・財団法人東京市政調査会）の
発行する月刊誌『都市問題』の特集などから時宜に適
ったテーマを選び開催しています。
第48回は次のような趣旨により、「高校が「地方」を
育てる」をテーマとして開催いたします。多数の方々
のご参加をお待ちしております。
○開 催 趣 旨
多くの「地方」において、若者の「中央」への流出の
契機となっているのは、大学進学である。この点を捉
えれば、学校教育は子どもたちに「地方を捨てる学力」
を与える結果になっていると言えよう。しかし日本の
大学進学率は50％前後で推移しており、裏を返せば、
50％の若者は高校を最終学歴としているのである。ゆ
えに、高校は大学への単なる通過点や踏み台ではない
し、あってはならない。本講座では、「高校が「地方」
を育てる」という視点から、高校の教育のあり方と地
域の産業・雇用のあり方を合わせて問い直し、「地域
で生きていくこと」を可能にする高校および高校教育
のかたちを追究する。

○日 程
2018年10月27日（土）13：30～16：30（開場13：00）
日本プレスセンター 10階ホール
（〒100‐0011東京都千代田区内幸町2‐2‐1）

○出 演 者
基調講演
西城 賢策 氏（北海道三笠市長）

パネルディスカッション
片山 悠樹 氏（愛知教育大学教育学部准教授）
熊谷 修山 氏（島根県立津和野高等学校校長）
筒井 一伸 氏（鳥取大学地域学部教授）
宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）〈司会〉

○参 加 費：無料
○参加申込み：後藤・安田記念東京都市研究所ホーム

ページ（http : //www.timr.or.jp）から
お申込みください。

○申込み期限：2018年10月25日（木）
※満席となりしだい受付を終了しますので、お早めに
お申込みください。

○問 合 せ 先 :後藤・安田記念東京都市研究所
TEL：03‐3591‐1239、FAX：03‐3591‐1209

連
携
の
輪
を

地
域
で
強
く

ぼ
う
さ
い
こ
く
た
い
2
0

1
8
（
正
式
企
画
名
称
�
防

災
推
進
国
民
大
会
）
が
、
10

月
13
日
（
土
）
・
14
日
（
日
）
、

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
、
そ
な

エ
リ
ア
（
東
京
臨
海
広
域
防

災
公
園
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

同
大
会
は
、
国
民
の
防

災
意
識
の
向
上
、
災
害
に

関
す
る
知
識
や
経
験
な
ど

の
共
有
を
目
的
と
し
た
日

本
最
大
級
の
防
災
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
大
規
模
災

害
に
備
え
る
〜
み
ん
な
の

連
携
の
輪
を
地
域
で
強
く

す
る
〜
」
。
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
は
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
中

心
に
、
そ
な
エ
リ
ア
で
は
セ

ッ
シ
ョ
ン
の
ほ
か
車
両
展
示

や
屋
外
イ
ベ
ン
ト
も
展
開
さ

れ
ま
す
。

仙
台
で
の
前
回
大
会
に
は
、

約
1
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
日
、
東
京
都
防
災
展
2

0
1
8
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
も

し
も
の
時
に
何
が
必
要
か
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
防
災

を
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

本
会
監
事
の
枕
崎
市

は
、
日
本
の
水
産
業
振

興
上
特
に
重
要
な
13
漁

港
所
在
市
で
構
成
す
る

全
国
市
議
会
議
長
会
特

定
第
三
種
漁
港
協
議
会

の
監
事
で
も

あ
る
。

カ
ツ
オ
一

本
釣
り
の
盛

ん
な
枕
崎
市
は
、

鰹
節
の
生
産
量
日

本
一
で
、
3
0
0

年
以
上
の
鰹
節
の

歴
史
を
持
っ
て
お

り
、
今
も
約
50
軒

の
鰹
節
屋

が
伝
統
を

守
り
続
け

て
い
る
。

鰹
節
の
な

か
で
も
本

枯
節
は
、
カ
ビ
を
利
用
し
て

水
分
を
徹
底
的
に
抜
く
こ
と

で
、
旨
味
を
凝
縮
し
た
手
間

の
か
か
る
逸
品
。

生
の
カ
ツ
オ
の「
ぶ
え
ん
」

も
名
物
。
釣
り
上
げ
て
す
ぐ
、

一
匹
ず
つ
活
き
じ
め
（
血
抜

き
）し
、
急
速
冷
凍
し
た「
枕

崎
ぶ
え
ん
鰹
」
は
、
生
臭
さ

の
無
い
さ
わ
や
か
な
味
と
弾

力
の
あ
る
歯
応
え
が
特
徴
の

垂
涎
の
一
品
で
あ
る
。

日本一の鰹節のまち
～枕崎市～

枕崎名物 左から黒豚角煮、ぶえん、芋焼酎
【写真提供＝枕崎市】

（公財）後藤・安田記念東京都市研究所
（旧・東京市政調査会）

第48回『都市問題』公開講座

「高校が「地方」を育てる」

地元の逸品・郷土の名産
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「
ス
ポ
ー
ツ
で
人
と
ま
ち

を
元
気
に
す
る
」
を
旗
印
に

今
年
4
月
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化

推
進
条
例
が
施
行
さ
れ
た
金

沢
市
。
北
陸
新
幹
線
で
東
京

と
2
時
間
半
で
結
ば
れ
た
こ

と
か
ら
、
観
光
客
の
人
気
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
が
、

条
例
の
目
玉
が
ス
ポ
ー
ツ
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
推
進
だ
。
10
月

の
「
金
沢
ウ
ォ
ー
ク
」
「
金

沢
マ
ラ
ソ
ン
」
で
は
、
金
沢

の
魅
力
を
発
信
し
て
交
流
人

口
を
増
や
す
取
り
組
み
が
行

わ
れ
る
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
歴

史
と
自
然
が
感
じ
ら
れ
る
金

沢
の
街
歩
き
を
楽
し
ん
で
も

ら
う
伝
統
の
金
沢
ウ
ォ
ー
ク

は
10
月
6
、
7
両
日
の
開
催
。

3
0
0
0
人
の
参
加
を
目
指

す
。
3
㎞
か
ら
22
㎞
ま
で
距

離
の
異
な
る
6
コ
ー
ス
を
設

定
し
、
参
加
料
は
大
人
が
5

0
0
〜
1
0
0
0
円
、
高
校

生
以
下
は
無
料
。
金
沢
城
周

辺
や
主
計
（
か
ず
え
）
町
茶

屋
街
、
長
町
武
家
屋
敷
跡
な

ど
市
内
中
心
部
の
ま
ち
な
み

を
散
策
す
る
ほ
か
、
辰
巳
用

水
や
犀
川
、
浅
野
川
、
卯
辰

山
山
麓
寺
院
群
、
市
街
地
を

一
望
で
き
る
大
乗
寺
丘
陵
公

園
を
巡
る
。
金
沢
港
か
ら
海

沿
い
を
潮
の
香
り
を

感
じ
な
が
ら
歩
く
コ

ー
ス
も
あ
る
。
割
引

参
加
料
と
な
る
事
前

申
し
込
み
は
9
月
24

日
ま
で
で
、
当
日
も

受
け
付
け
る
。

金
沢
ウ
ォ
ー
ク
は

こ
れ
ま
で
市
民
、
石

川
県
民
対
象
の
健
康

づ
く
り
の
イ
ベ
ン
ト

の
色
彩
が
強
か
っ
た

が
、
条
例
に
位
置
付

け
た
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

地
域
の
活
性
化
」
を
前
面
に

掲
げ
た
取
り
組
み
に
す
る
。

条
例
で
「
市
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
競
技
会
、
大
会
、
合
宿
等

へ
の
参
加
又
は
観
戦
の
た
め

国
内
外
か
ら
来
訪
す
る
者
が

市
内
及
び
周
辺
の
観
光
地
を

巡
り
、
又
は
市
民
と
交
流
す

る
こ
と
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
事
業
者
及

び
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と
連

携
し
、
競
技
会
等
の
開

催
又
は
誘
致
そ
の
他
必

要
な
施
策
を
講
ず
る
」

と
規
定
し
て
お
り
、
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
で
市
外
Ｐ
Ｒ
に
力

を
入
れ
る
。
旅
行
会
社

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
首

都
圏
エ
リ
ア
か
ら
の
金

沢
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
向

け
に
、
往
復
の
北
陸
新

幹
線
、
金
沢
市
内
の
宿

泊
、
金
沢
ウ
ォ
ー
ク
参

加
費
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
割
安
プ
ラ
ン
（
一
人
2
万

8
6
0
0
円
〜
）
を
新
設
。

金
沢
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
、

観
光
も
し
て
も
ら
う
作
戦
だ
。

一
方
、
今
年
で
4
年
目
と

な
る
金
沢
マ
ラ
ソ
ン
は
10
月

28
日
に
実
施
。
参
加
料
1
万

円
で
、
定
員
1
万
2
0
0
0

人
に
対
し
、
過
去
最
高
の
3

万
2
2
9
7
人
の
応
募
が
あ

っ
た
。
応
募
者
の
内
訳
は
地

元
石
川
県
が
1
万
2
2
0
9

人
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

他
県
が
1
万
8
8
7
7
人
、

国
外
が
1
2
1
1
人
。
「
全

国
か
ら
参
加
し
て
も
ら
い
、

豊
か
な
自
然
や
歴
史
的
景
観
、

食
や
伝
統
文
化
と
い
っ
た
金

沢
の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
た

だ
く
。
市
民
や
地
元
企
業
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
体
と
な

っ
て
ラ
ン
ナ
ー
を
も
て
な
し
、

参
加
者
と
市
民
が
触
れ
合
え

る
、
賑
わ
い
の
あ
る
大
会
」

が
コ
ン
セ
プ
ト
。
金
沢
市
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
金
沢
駅
前

の
鼓
門
が
見
え
る
第
1
回
大

会
コ
ー
ス
を
復
活
さ
せ
た
ほ

か
、
沿
道
応
援
者
と
ラ
ン
ナ

ー
や
、
ラ
ン
ナ
ー
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
も
ら
お
う
と
、
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
自
身
の
都
道
府
県

名
や
国
・
地
域
名
を
表
示
す

る
取
り
組
み
も
新
設
す
る
。

沿
道
で
は
金
沢
市
消
防
団

員
が
加
賀
纏
を
振
っ
て
応
援

し
た
り
、
ラ
ン
ナ
ー
に
金
沢

カ
レ
ー
な
ど
を
提
供
し
た
り
、

途
切
れ
な
い
応
援
、
お
も
て

な
し
を
行
う
。
市
金
沢
マ
ラ

ソ
ン
推
進
課
は
「
半
分
は
県

外
の
方
が
参
加
し
、
交
流
人

口
拡
大
で
経
済
活
性
化
を
狙

っ
て
い
ま
す
。
マ
ラ
ソ
ン
の

次
は
冬
に
来
て
カ
ニ
を
食
べ

よ
う
と
、
金
沢
フ
ァ
ン
に
な

っ
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
話
す
。

山
野
之
義
金
沢
市
長
は

「
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
活
性
化

の
起
爆
剤
に
し
て
交
流
・
定

住
人
口
を
増
や
し
、
世
界
の

交
流
拠
点
都
市
金
沢
を
目
指

す
」
と
宣
言
。
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
、
観
る
、
支
え
る
、
応

援
す
る
、
語
り
合
う
こ
と
が

日
常
的
に
行
わ
れ
、
生
活
に

溶
け
込
む「
ス
ポ
ー
ツ
文
化
」

を
根
付
か
せ
よ
う
と
、
取
り

組
み
方
針
な
ど
を
示
し
た
条

例
が
制
定
さ
れ
た
。

交交流流人人口口増増へへ
ススポポーーツツツツーーリリズズムム
ママララソソンン、、ウウォォーーククでで魅魅力力発発信信――金金沢沢市市

【
5
面
へ
続
く
】

昨年の金沢マラソン
【写真提供＝金沢マラソン組織委員会】

スポーツ 観光まちづくり

昨年の金沢ウォーク
【写真提供＝金沢市】
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市
議
会
も
一
体
と
な
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
。
石
川
県
立
金

沢
桜
丘
高
校
の
3
年
生
だ
っ

た
昭
和
50
年
、
夏
の
甲
子
園

第
57
回
大
会
に
出
場
し
た
元

高
校
球
児
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
、

清
水
邦
彦
金
沢
市
議
会
議
長

は
金
沢
ウ
ォ
ー
ク
に
つ
い
て

「
健
康
の
た
め
の
歩
き
だ
け

で
な
く
、
観
光
を
前
面
に
出

す
こ
と
で
金
沢
の
魅
力
発
信

に
な
る
。
歩
き
な
が
ら
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
ほ
ん
も

の
の
金
沢
を
感
じ
て
も
ら
え

る
」
と
、
県
外
か
ら
も
幅
広

い
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

【
4
面
か
ら
続
く
】

先
ご
ろ
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア

競
技
大
会
に
お
け
る
日
本
選

手
の
活
躍
で
も
、
金
銀
の
メ

ダ
ル
を
残
し
た
男
女
マ
ラ
ソ

ン
は
記
憶

に
残
る
と

こ
ろ
。

同
じ
42

・
1
9
5

㎞
を
駆
け

抜
け
る
過

酷
な
競
技

と
し
て
、
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン

も
近
年
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
日
本
で
は
「
大
分
国

際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

が
世
界
最
高
峰
の
大
会
と
し

て
有
名
。
大
分
県
や
大
分
市

な
ど
の
主
催
で
昭
和
56
年
に

世
界
初
の
車
い
す
単
独
の
大

会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

当
時
は
コ
ー
ス
の
選
定
な
ど

で
大
き
な
苦
労
が
あ
っ
た
と

い
う
。
残
念
な
が
ら
29
年
の

第
37
回
大
会
は
台
風

で
中
止
と
な
っ
た
が
、

海
外
15
カ
国
、
国
内

31
都
道
府
県
か
ら
2

2
4
選
手
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
世
界
最
大

規
模
の
大
会
と
な
る

は
ず
だ
っ
た
。

30
年
は
11
月
18
日

開
催
。
最
高
時
速
は

50
�
を
超
え
る
と
い

う
自
動
車
並
み
の
速

度
で
、
42
・
1
9
5

�
を
1
時
間
20
分
台
で
走
破
。

障
が
い
者
の
み
な
ら
ず
一
般

観
客
に
も
深
い
感
動
を
与
え

る
同
大
会
は
、
2
0
0
0
人

を
超
え
る
協
力
者
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
大

会
を
通
じ
て
世
界
中
に
友
情

の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
。

全
力
で
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り
を

同
大
会
に
つ
い
て
、
野
尻

哲
雄
大
分
市
議
会
議
長
は
、

「
大
分
国
際
車
い
す
マ
ラ
ソ

ン
大
会
は
、
昭
和
56
年
に
第

1
回
が
開
催
さ
れ
、
30
年
で

38
回
目
と
な
る
が
、
こ
の
間
、

数
々
の
栄
光
と
感
動
を
刻
み

続
け
、
世
界
中
の
車
い
す
ラ

ン
ナ
ー
が
目
標
と
す
る
世
界

最
大
規
模
の
大
会
へ
と
成
長

し
て
い
っ
た
。
大
分
市
は
本

大
会
の
開
催
実
績
等
が
評
価

さ
れ
、
30
年
5
月
に
『
共
生

社
会
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
』
と
し

て
登
録
さ
れ
た
。
本
大
会
に

は
、
今
年
も
世
界
中
の
国
々

か
ら
多
く
の
選
手
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
お
り
、
市
議
会
と

し
て
も
『
共
生
社
会
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
』
と
し
て
選
手
や
市

民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
本
市

を
訪
れ
る
皆
様
が
過
ご
し
や

す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
」
と
語
っ

て
い
る
。

▼
議
長

▽
栃
木

大
阿
久
岩
人（
5
・
17
）

▽
泉
佐
野

辻
中

隆（
5
・
24
）

▽
豊
中

喜
多
正
顕（
5
・
29
）

▽
深
谷

新
井

清（
6
・
4
）

▽
石
巻

木
村
忠
良（
6
・
6
）

▽
鴨
川

庄
司
朋
代（
6
・
8
）

▽
菊
池

柁
原
賢
一（
6
・
8
）

▽
所
沢

荻
野
泰
男（
6
・
11
）

▽
神
戸

北
山
順
一（
6
・
11
）

▽
江
津

森
脇
悦
朗（
6
・
11
）

▽
野
田

鶴
岡

潔（
6
・
12
）

▽
和
歌
山

松
井
紀
博（
6
・
12
）

▽
鎌
倉

中
村
聡
一
郎（
6
・
13
）

▽
行
橋

田
中
建
一（
6
・
13
）

▽
蓮
田

石
川
誠
司（
6
・
15
）

▽
西
宮

町
田
博
喜（
6
・
15
）

▼
副
議
長

▽
栃
木

小
堀
良
江（
5
・
17
）

▽
笠
岡

大
月
隆
司（
5
・
17
）

▽
泉
佐
野大

和
屋
貴
彦（
5
・
24
）

▽
豊
中

今
村

正（
5
・
31
）

▽
深
谷

茂
木
一
郎（
6
・
4
）

▽
石
巻

髙
橋
栄
一（
6
・
6
）

▽
岡
谷

渡
辺
太
郎（
6
・
7
）

▽
鴨
川

佐
久
間
章（
6
・
8
）

▽
菊
池

水
上
彰
澄（
6
・
8
）

▽
所
沢

近
藤
哲
男（
6
・
11
）

▽
神
戸

平
野
昌
司（
6
・
11
）

▽
江
津

永
岡
靜
馬（
6
・
11
）

▽
尾
道

加
納
康
平（
6
・
11
）

▽
野
田

山
口
克
己（
6
・
12
）

▽
和
歌
山

芝
本
和
己（
6
・
12
）

▽
鎌
倉

大
石
和
久（
6
・
13
）

▽
行
橋

�
岡
淳
輔（
6
・
13
）

▽
高
知

清
水
お
さ
む（
6
・
14
）

▽
古
河

佐
藤

稔（
6
・
15
）

▽
西
宮

篠
原
正
寛（
6
・
15
）

▽
土
浦

福
田
一
夫（
6
・
19
）

▽
結
城

黒
川
充
夫（
6
・
19
）

▼
事
務
局
長

▽
岡
谷

小
松

厚（
4
・
1
）

▽
鎌
倉

大
隅
啓
一（
4
・
1
）

▽
蓮
田

宮
野
俊
彦（
4
・
1
）

▽
ふ
じ
み
野小

林

力（
4
・
1
）

▽
出
雲

今
岡
範
夫（
4
・
1
）

議議
会会
人人
事事

清水金沢市議長

登り坂を力走する選手たち（第36回大会）
【写真提供＝大分市】

世
界
最
高
峰
の
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン

11
月
に
大
分
で
国
際
大
会
開
催

スポーツ 観光まちづくり

（5） 平成30年9月15日 第2060号全国市 議 会 旬 報
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全
国
自
治
体
病
院
経
営
都

市
議
会
協
議
会
（
会
長
�
天

沼
久
純
盛
岡
市
議
会
議
長
）

は
11
月
1
日
、
第
14
回
地
域

医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

長
島
仁
士
別
市
病
院
事
業
管

理
者
・
院
長
、
下
河
原
忠
道

株
式
会
社
シ
ル
バ
ー
ウ
ッ
ド

代
表
取
締
役
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

先
着
順
で
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

協
議
会
加
盟
市
・
組
合
議

会
で
あ
れ
ば
、
正
副
議
長
だ

け
で
は
な
く
、
議
員
の
方
々
、

議
会
事
務
局
、
病
院
、
市
の

担
当
職
員
の
方
も
無
料
で
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

加
盟
団
体
以
外
の
方
も
参

加
費
2
0
0
0
円
で
参
加
可

能
で
す
。

な
お
、
開
催
要
領
、
参
加

申
込
書
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

全国自治体病院経営都市議会協議会は、加盟都市・病院組合
議会による自治体病院経営の健全化のための活動に資すること
を目的に、地域医療政策に関するセミナーを開催しています。
地域における医療現場の実態に詳しいお二人の講師より、地

域医療をいかに守り育てるかについて、それぞれのご経歴や実
務経験を踏まえたお話を伺います。

【開催日時】平成30年11月1日（木）
午後1時～4時40分（正午受付開始）

【開催場所】都市センターホテル3階「コスモスホール」
東京都千代田区平河町2‐4‐1

【講 演】
『「崖っぷち」自治体病院
～北の大地で経営改革を目指して～
“北の1億円男”と呼んでください！』
士別市病院事業管理者・院長 長 島 仁 氏

『看取り率76％新たな看取りの場として機能する
サービス付き高齢者向け住宅「銀木犀」の挑戦』
株式会社シルバーウッド代表取締役

下河原 忠道 氏

【参加対象】全国自治体病院経営都市議会協議会加盟都市・組
合の議会正副議長、議員、議会事務局職員、病院
職員及び市長部局担当職員

【定 員】300名（先着順）
※1団体当たりの人数制限はありません。
※定員に達した時点で締め切らせていただきます。

【参 加 費】無料
（ただし、協議会加盟団体以外は1人2,000円）

【申込方法】全国市議会議長会ホームページより参加申込書を
印刷し必要事項をご記入の上、必ず議会事務局を
通じてファクスにてお申込みください。

【問合せ先】全国市議会議長会 政務第二部 尾崎、中冨
TEL：03‐3262‐5236

主催 全国自治体病院経営都市議会協議会

【
講
師
紹
介
】

▽
長
島
仁
氏
（
な
が
し
ま
・

ひ
と
し
）
高
知
生
協
病
院
・

内
科
な
ど
を
経
て
、
24
年
か

ら
士
別
市
立
病
院
副
院
長
・

循
環
器
内
科
診
療
部
長
。
28

年
か
ら
同
院
長
、
30
年
か
ら

士
別
市
病
院
事
業
管
理
者
。

58
歳

▽
下
河
原
忠
道
氏
（
し
も
が

わ
ら
・
た
だ
み
ち
）
12
年
に

株
式
会
社
シ
ル
バ
ー
ウ
ッ
ド

設
立
。
23
年
に
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
銀
木

犀
」
開
設
。
29
年
に
は
「
Ｖ

Ｒ
で
の
認
知
症
体
験
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
始
。
47
歳
。

【2018年9月号】
特集 : 議会と住民の

コミュニケーション
巻頭言 : 自治体議会と住民

高沖秀宣
・共創参画プロモーション

河井孝仁
・議会改革は自分改革 松野 豊
・自治体議会への市民参加

坪郷 實

【現地報告】
・宮城県柴田町
・東京都あきる野市
・愛知県岩倉市
【連載】
・議会からの条例入門 吉田利宏
・議会紹介Ver．4 田口一博
・議会と予算決算 新川達郎

株式会社

中央文化社
ご注文・問い合わせは
TEL 03‐3264‐2520 又は FAX 03‐3264‐2867
URL http: //chuobunkasha.com/

地
域
医
療
を
守
り
育
て
る

11
月
に
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
開
催

Ａ4判・68頁・定価752円（年間購読料9，024円）

議員研修誌 月刊 地方議会人
共同編集：全国市議会議長会・全国町村議会議長会

第14回地域医療政策セミナー

第2060号 平成30年9月15日 （6）全国市 議 会 旬 報


	1面
	2面
	3面
	4面
	5面
	6面

